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緑
の
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
区
内
の
募
金
総
額
は

13万

6

千

151円
で
し
た
。
こ
の
募
金
は
東

京
緑
化
推
進
委
員
会
で
一
括
集

計
さ
れ
た
後
、
森
林
の
整
備
・
地

域
の
緑
化
推
進
・
普
及
啓
発
な
ど

の
事
業
に
役
立
て
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
公
園
課
み
ど

り
の
係
（
本
庁
舎

7階
）

（

5
2

7
3）

3
9
2
4へ

。

学
習
会
「
迫
り
来
る
息
子

介
護
の
時
代
を
考
え
る
」

　

区
消
費
者
活
動
促
進
等

　
助
成
事
業

【
日
時
】

8月

22日

午
後

1時

30分
～

3時

30分

【
会
場
】
新
宿
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
分
館
（
高
田
馬
場

1―

32―

10）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

10名

【
内
容
】
少
子
化
・
晩
婚
化
・
生
涯

未
婚
率
上
昇
等
を
背
景
に
増
加

す
る
、
息
子
が
親
を
介
護
す
る

「
息
子
介
護
」
に
つ
い
て

【
講
師
】
平
山
亮
（
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研

究
員
）

【
費
用
】

500円
（
資
料
代
）

【
主
催
・
申
込
み
】
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
（

2面
記
載
例
の
と
お
り

記
入
）
で
、

8月

21日
（
必
着
）
ま

で
に
暮
ら
し
を
考
え
る
会

・


（

3
2
0
3）

2
9
5
1へ

。

先
着
順
。

【
問
合
せ
】
新
宿
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
第

2分
庁
舎

3階
）

（

5

2
7
3）

3
8
3
4へ

。

消
費
生
活
バ
ス
見
学
会

【
日
時
】

9月

11日

午
前

8時

10分
に
東
京
三
協
信
用
金
庫
本

店
（
高
田
馬
場

2―

17―

3）
前

に
集
合
、
午
後

6時
ご
ろ
に
高
田

馬
場
駅
前
で
解
散
（
往
復
バ
ス
利

用
）

【
行
き
先
】
フ
ジ
ッ
コ
㈱
関
東
工

場
（
埼
玉
県
加
須
市
）
、
㈱
不
二
ド

ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
（
栃
木

県
宇
都
宮
市
）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

20名

※
歩
き
や
す
い
靴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
費
用
】
千

300円
（
昼
食
代
）

【
協
力
】
新
宿
区
消
費
者
団
体
連

絡
会

【
申
込
み
】
往
復
は
が
き
に

2面

記
載
例
の
ほ
か
年
齢
を
記
入

し
、

8月

26日
（
必
着
）
ま
で
に

新
宿
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
〒

1

6
0・

0
0
2
2新

宿

5―

18―

21、
第

2分
庁
舎

3階
）

（

5
2

7
3）

3
8
3
4へ

。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

①
厚
地
の
古
布
か
ら
お
し
ゃ
れ

　
バ
ッ
グ
作
り

【
日
時
】

9月

17日

午
後

1時

～

4時

【
費
用
】

500円
（
資
料
代
・
材
料
費
）

【
持
ち
物
】
デ
ニ
ム
地
か
キ
ャ
ン

バ
ス
地
の
古
布
（

32㎝
×

108㎝
）

ほ
か

②
廃
食
油
か
ら
固
形
石
け
ん

　
作
り

【
日
時
】

9月

26日

午
後

1時

～

3時

【
内
容
】
入
浴
や
食
器
洗
い
に
利

用
で
き
る
、
環
境
に
や
さ
し
い
石

け
ん
作
り

【
費
用
】

200円
（
資
料
代
・
材
料
費
）

【
持
ち
物
】
廃
食
油
（
あ
る
方
）・
切

り
開
い
て
い
な
い

1リ
ッ
ト
ル

の
牛
乳
パ
ッ
ク
（
石
け
ん
を
入
れ

る
容
器
）・
ゴ
ム
手
袋
・
ゴ
ー
グ
ル

（
あ
る
方
）
ほ
か

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

①
は

15名
・
②
は

20名

【
共
催
】
新
宿
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
会

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
に

2面
記
載
例
の
ほ
か
希
望
講
座

（
①
②
の
別
）
を
記
入
し
、

8月

25日
（
必
着
）
ま
で
に
新
宿
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー
（
〒

1
6

9・

0
0
7
5高

田
馬
場

4―

10

―

2）

（

5
3
3
0）

5
3
7
4

（
月
曜
日
休
館
）
へ
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。

全国消費実態

調査にご協力を

　
総
務
省
統
計
局
が

5年
ご
と
に

実
施
す
る
、
所
得
・
消
費
・
資
産
の
側

面
か
ら
国
民
の
生
活
を
総
合
的
に

把
握
す
る
調
査
で
す
。
全
国
の
約

5

万

6千
世
帯
を
対
象
に
、

9月
～

11

月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
や
自
治
体
の
施
策
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

調
査
員
証
を
携
行
し
た
調
査

員
が
伺
っ
て
、
調
査
票
を
配
布
・

回
収
し
ま
す
。
統
計
法
に
よ
り
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票

に
は
正
確
に
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
調
整
課
統
計
係

（

3
3
5
1）

6
6
0
1・

（

3
3

5
1）

6
6
1
6へ

。

今
年

長
崎

へ
派

遣
さ

れ
た

皆
さ

ん
▼
河
木
喜
久
子
さ
ん
、
裕
美
さ
ん
（
四
谷
小

4年
）

▼
北
川
貴
一
朗
さ
ん
、
葵
生
里
さ
ん
（
津
久
戸
小

6年
）

▼
木
村
晋
一
郎
さ
ん
、
真
康
さ
ん
（
市
谷
小

4年
）

▼
佐
藤
幸
代
さ
ん
、
有
香
さ
ん
（
女
子
学
院
中

3年
）

▼
長
﨑
恵
子
さ
ん
、
昇
太
さ
ん
（
落
合
第
一
小

5年
）

▼
古
本
素
子
さ
ん
、
創
大
さ
ん
（
新
宿
西
戸
山
中

2年
）

▼
吉
野
百
合
子
さ
ん
、
晶
さ
ん
（
西
新
宿
小

4年
）

未 未 未 未 未 未 未 未 未 未未未未未未未未未未未未 未
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被
爆

地
へ

の
平

和
派

遣

　
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
平
和
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
保
護
者
（

7組

14名
）
を
、
広
島
と
長
崎
へ
隔
年
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、

8月

8日
～

10日
に
長
崎
を
訪
れ
、
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
や
、
青
少
年
ピ
ー
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
ほ
か
、
原
爆
資
料
館
や
平
和
祈
念
像
、
原
爆
落
下
中
心
地
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
総
務
課
総
務
係
（
本
庁
舎

3階
）

（

5
2
7

3）

3
5
0
5・


（

3
2
0
9）

9
9
4
7へ

。

平
和

派
遣
報

告
会

　
今
年
の
平
和
派
遣
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
が
、
長
崎
で
体
験

し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

早
稲
田
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
、
平
和
を
テ
ー
マ
に
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】

10月

5日

午
後

1

時

30分
～

4時

30分

【
共
催
】
新
宿
区
平
和
派
遣
の

会

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
戸
塚
地
域
セ
ン
タ
ー
（
高
田

馬
場

2―

18―

1）
へ
。
未
就
学
児
も
入
場
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
課
総
務
係
（
本
庁
舎

3階
）

（

5
2
7

3）

3
5
0
5・


（

3
2
0
9）

9
9
4
7へ

。

【調査対象地域】

大久保1丁目の一部

中落合1丁目の一部

はがき・ファックスの記載例

①講座・催し名

②〒・住所

③氏名

　（ふりがな）
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※あて先は各記事

の申し込み先へ。

※費用の記載のな

いものは、原則無料。

講座・

催し等の

申し込み

「
二
十
四
の
瞳

」
を
読
ん
で

　
「
平
和
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
創
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
」

と
、
担
任
の
先
生
は
仰
い
ま
し
た
。

　　
私
は
こ
の
夏
、
新
宿
区
の
平
和
派

遣
団
と
し
て
広
島
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
広
島
へ
行
く
前
の
私

の
頭
の
中
で
は
、「
平
和
」
と
「
戦
争
」

が
上
手
く
結
び
付
い
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。「
戦
争
」
の
悲
惨
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
こ
わ
く
て
、
平
和
を
学
び
に
行

く
の
に
な
ぜ
戦
争
の
こ
と
を
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
ほ
ど

で
し
た
。で
も
、
広
島
へ
行
っ
て
私
の

頭
の
中
は
一
気
に
変
わ
り
ま
し
た
。

実
際
に
現
地
へ
行
っ
て
色
々
な
も
の

を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
う
ち
に
、

「
戦
争
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

を
知
ら
な
い
と
、「
平
和
」
は
成
り
立

た
な
い
の
だ
、
そ
し
て
平
和
な
世
界

に
す
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要
な

の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
考
え
た
時
、
先
生
が
仰
っ
た
言

葉
が
す
う
っ
と
心
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
本
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、い

く
つ
も
の
戦
争
中
特
有
の
言
葉
に
ぶ

つ
か
り
ま
し
た
。
一
億
玉
砕
（
日
本
人

の
全
て
が
、
国
の
た
め
に
潔
く
死
ぬ

事
）
、
あ
か
（
社
会
主
義
者
の
事
）
な

ど
と
い
う
今
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
言
葉
が
非
常
に
多
く
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　　
戦
争
に
反
対
す
る
と
非
国
民
と

呼
ば
れ
た
、
そ
ん
な
時
代
で
も
、
大
石

先
生
は
戦
争
反
対
の
気
持
ち
を
強

く
持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
、こ
の
よ
う

な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
ら
治
安
維

持
法
に
よ
っ
て
つ
か
ま
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。
私
は
、
本
文
中
に
こ
ん
な
文
を
見

つ
け
ま
し
た
。「
人
は
何
の
た
め
に
子

を
生
み
、
愛
し
、
育
て
る
の
だ
ろ
う
。

砲
弾
を
う
た
れ
、
さ
け
て
く
だ
け
て

散
る
人
の
命
と
い
う
も
の
を
、
惜
し

み
か
な
し
み
と
ど
め
る
こ
と
が
、
ど

う
し
て
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な

の
だ
ろ
う
。
」

　
き
っ
と
、こ
の
時
代
に
生
き
た
日
本

中
、い
え
、
世
界
中
の
先
生
、
子
を
持

つ
親
た
ち
も
心
の
中
で
は
そ
う
思
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、こ
の
本
に
出
て
く
る
子

供
た
ち
は
、
当
時
の
日
本
の
教
育
に

よ
り
「
お
国
の
た
め
に
戦
っ
て
死
ぬ

人
は
英
雄
だ
。
」
な
ど
と
教
え
ら
れ
、

戦
死
し
た
人
の
家
を
崇
拝
の
眼
差

し
で
見
つ
め
、
自
分
の
お
父
さ
ん
が

戦
争
に
行
か
ず
に
家
に
居
る
と
肩

身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
た
と
い
う

の
で
す
。
私
は
、
広
島
で
被
爆
さ
れ
た

瀬
木
さ
ん
の
お
話
を
思
い
出
し
ま
し

た
。（
瀬
木
さ
ん
は
、
当
時
満
十
歳
で

し
た
。
）

　
「
戦
争
は
、
人
の
体
だ
け
で
な
く
、

精
神
や
心
ま
で
も
破
壊
し
て
し
ま
い

ま
す
。
私
は
、
た
く
さ
ん
の
死
体
や
大

火
傷
の
人
々
の
中
で
も
平
気
で
お
に

ぎ
り
を
食
べ
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
。
」

私
は
、
戦
争
や
戦
時
下
の
教
育
は
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
中
ま
で
こ
わ
し
て

し
ま
う
の
か
と
思
い
、
本
当
に
悲
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
現
代
に
お
い
て
も
、
世
界
で
は
戦

争
を
し
て
い
る
国
々
が
あ
り
、
子
ど

も
が
銃
を
抱
え
て
戦
っ
て
い
る
姿
を

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
事
を
考
え
る
と
、
今
、
私
が
平
和

な
国
に
住
ん
で
い
る
事
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
日
で
も
早
く
戦
争
の
無

い
世
の
中
が
訪
れ
る
事
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

長崎平和祈念像

　
平
和
派
遣
に
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
派
遣
を
通
じ
て
深
め
た
平

和
へ
の
意
識
を
、
日
々
の
生
活
の

中
で
周
囲
へ
伝
え
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
広
島
へ
の
派
遣

に
参
加
し
た
青
葉
萌
奈
美
さ
ん

（
落
合
第
四
小

6年
・
当
時
）
が
、

平
和
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
読

書
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

広
島

で
学

ん
だ

平
和

の
尊

さ
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